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　　　C－57フ1'ラウス袖つけの縫代t縫目強いこ肉す%研究(オ3悛)

　　　　　　東海字園分子短大こ　Ｏ辻　杏子　け藤､?よ予　ゐ條七グヽ/　西寸正代

　目的　最元凶レレ/)'レいブラウズやシャツか着用了る傾向にか〕ト袖つけ縫目h'-'il

つれに'} . 秒むヽ｀■破れべ･ト縫糸による目引きμ

関係にへヽて秦甘別　組織利して検計しに。今囮ぱ上肢・運動によk＼由つけ縫印こ力●

・リ｀石部i±を;ft計し　兌crs即位につぃて前轍で'縫代元骨晩のみられペヤリェズア･レ織

物じついて引5勧ぺ験を試み侃・ぐ報右する。但し升多報は仮袖っけ縫目:7>みとする。

　ち法a)- 糎験首に胸凪り。有幅。デ- 4ホー、レ袖幡。袖t算に吟い) 量<D '八ヽ

ゲ"^ ヤス９試毛さ悪　上肢。遣如; どもなフ抽っけ縫目り今削甲長礎勅を烏色斥力Ｘ

匹てm影しに｡

　(2). 伸長優形の屡しわヽつに抑itL すびわら身頃の鰯縫目toヽらZ5 0≪t間隔の6部位にっい

て、示威　流織　休チ締しう糎にっいて引張試験を行っに。針目はら目／om., 縫柏ま

ブトロ）糸帥番を用い匹

　砧粟(か袖っにけ4ばけ郎い屋動寸いっち両刈り哺辛わヽら直h £芳　両t-匯10°

外李わ｀ら直とk尊●這動こ最も影耀£硬け, 吻縫目匹っ介レヵ｀叶ヱ八叩如理長生

動酪最 尺きい。

　(2). 縫目衣|張試験r(*, 強度は組織抑(± が馴夫養はみられりしヽ/>･-"理度ふ

唄らr･緬45･ら乙身頃2ず・袖什5°の組み合セ<n腸合に八きい。縫目の破断枕恪は巧・性

艇　袖っけ遠目の対他によ') 瞑る。

c-^B 聘楠勺縫衡諦･アフガン嫡り軸地の特陶こついてぐ第ﾕ報）
　　昭和ぢり彭こo右淑子岡野涛黒沌直子　靭糾ヽ夜子

　同的燥柳､こ､ま荷峰（痢糠が嘸蛸燥^彦か）・むヽm燐･Tフガy畑の刻鋤吻

ろ。それぞれ爾具・像汐･がμよが鵜誠される燥地の特慄勿李クたく夙なる。しﾀﾞこヵら

て操蜘佛^卿胸こフいてアずjン･変色・締方上の工夫ととも/こ. 燥地の吋恨t叱虞

レ↑乙上ぞのやる々^,す残<^沸め元ﾉ万途による蜘り悲択以されることが望まし1/1．

以上によ･=、て、蜂篤<n^津釣剽雅乞患塔するIと､をB卯と･して次嘆験彭おた。

　方法①択泗糸K社石印乖乱呻如毛来、②締タ･擲卜%
i雛/球/真^勿ゐが、繍冽砲･ま曇tフ･レーンな寄のを、^峡励こ匍匹丈き、り獅帥と･

　紡豪弟確^静郎吋作rある重之(毛～し)・厚さ・かさ鳥影･Jレーフ凌.･カ

バーファクター■ 罵餅妬重･鯛涼洙こついては勿斡肋側佃紬‘ら九吏即匈乎

偉であろ岬長力抽よ痢･映帯･燃紗芽岬町μ例留刈り幸･が刃玲叫りこv帰蜂
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-　ｒ’･　　　　　　　゛”　　　　　’
障でおろ岬長力抽よ卿映帯･燃紗芽岬町μ例留刈り幸･が刃玲叫りこv帰蜂

方関とそのウエー･レ･コース方剱こ、β濤呼芦よ邱癩卵呻・肺臓弾作和丈ヽ希燐

･万閥にわヽ俘グ<7)鼻鶏肘勤りるりぞ、紬辨祁剃岬上、哨る映^･ず域ﾜ沸り方など

にっヽ/ヽて恥蓼ずろ＼少乎があるヒ錯められた．


